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　6 月 13 日（土）、打瀬三丁目公園で開か
れた「ベイタウン商店会カップ 2009 大会ソ
フトボール」（主催ベイタウン社体：打瀬地
区社会体育振興会）。この大会に第１回から
連続出場している打瀬中学校卒業生チームが
ある。
　チーム名はその名も『足軽 JAPAN』。名前
の由来は今年の WBC での『侍 JAPAN』の活
躍を見て感動し、その名にあやかったとのこ
と。ちなみに、チーム名は毎年ノリで変わっ
ているらしい。
　チームキャプテンで、４番・ファーストの
薬師寺貴雅君（グランパティオス公園西の街
在住）に話を聞いた。「自分たちは 2003 年春
の卒業生。当時の打瀬中は１学年 100 人ぐら
いで、卒業後も普段から仲良く、打瀬のつな
がりっていいなと思っていました。自分たち
の年代には打中には野球部がなく、よく野球
好きの仲間でキャッチボールなどをしていま
した。高３の時に第１回のソフトボール大会
の掲示を見てさっそく応募し、準優勝。それ
以来、毎年参加していますが、１回戦で勝っ
たり、負けたり。今年は５年目でキリも良い
し、来年になると社会人になる仲間も出てく
るので、区切りとして優勝を狙っています」

た。珍プレーや好プレーなどの見所もあり
（笑）、また、他のチームの方々とソフトを楽
しむことができ、とても充実した 1 日を過
ごすことができました。主催してくださった
方々、暑い中応援に来てくださった方々に感
謝しています。秋の大会での連覇を狙いた
い！」と今から意欲を見せていた。
　また、応援に来ていた薬師寺君のお母さん
の知子さんも、年々たくましく成長する息子
さんたちの姿を眺めながら、うれしそう。「中
学を卒業してからもずっと仲良く、素敵な仲
間たち。友情って素晴らしいなと感じます。
これからもぜひ応援したいと思います」
　ソフトボール大会は毎年春と秋に開かれ、
通算ではこの大会で第 8 回になる。年々参
加チームが増え、今回は 11 チームが参加し
て優勝を争った。番街ごとのお父さんチーム
や記事で紹介した足軽 JAPAN のような同級
生チームなど、様々な結びつきでスポーツを
楽しむ姿がすがすがしく、印象的だった。

【板東】

　今年は気合いを入れて、揃いのユニフォー
ム（ロゴ入りの黒の T シャツ）を製作。大
会前には数回の集合練習や、バッティングセ
ンター通い、素振りなどの自己練習を経て万
全の態勢で臨んだ。
　さっそく始まった１回戦の相手は、今大会
初出場の『グランエクシア』チーム。初回か
ら打者１巡の猛攻で７点を奪い、着々と得点
を積み重ねた。大人中心の相手チームから、

「大人げないぞ」「どっちが大人だ」というボ
ケツッコミのヤジも飛び、終始明るいムード
で試合は進み、12 対 2 で最終回を迎えた。
最後の守りでは、順調にツーアウトまでこぎ
つけた所で気を許した（または、大人げを見
せた）のか連打を浴び、3 点献上する見せ場

（?） も作ったが、最終的には 12 対 5 で見事
勝利した。この勢いのまま、準決勝は 10 対
3、決勝は 3 対 1 と連勝し、見事優勝してし
まった !!
　以下はチームを代表して薬師寺君のヒーロ
ーインタビュー。「みんなの力が結集し、よ
うやく念願の優勝を果たすことができまし

打瀬中OB軍団「足軽 JAPAN」参上
第 5回　春のソフトボール大会

試合前に円陣を組み、気合を入れる

４番薬師寺君の豪快なバッティングフォーム
（後ろは声援を送る薬師寺君のおかあさん）勝利をおさめ、喜び爆発の「足軽 JAPAN」

青空の下、熱戦が繰り広げられる



シニアクラブ「オアシス談話室」を開催

ベイタウンで相次ぐボヤ騒ぎ

　今回の説明会は「住民の同意なしに計画を
進めることはしない」とした協定に基づき、
企業庁が策定した計画案を住民に説明するも
のだ。いわば「前回の案では駄目でしたが、
今回はどうでしょう」と企業庁が住民に問う
た形である。
　今回企業庁が発表した計画は以下のような
ものだ（図参照）。1.H7 街区は 3 つのゾーン
より形成され、花見川沿いの部分には高層階

（20 階以下）のマンションを建設する。2. 打
瀬 1 丁目公園に面したゾーンには中層階（６
階以下）のマンションを建設する。3.12 番
街に面したゾーンに住民のための高齢者用公
共施設（デイケアサービス、ショートステイ、
診療所、薬局など）と 50 戸の高齢者用賃貸
住宅を配置する。4. 建設時期は住民の合意
が得られていないので未定だが、平成 24 年
までには建設したい。
　これまでの案と比較すると高齢者向け公共
施設が加えられ、既存の住民の高齢化による
ニーズを考えた計画となっており、この点は
参加した出席者からも高く評価されていた。
またこの計画の具体化に当たっては住民に逐
次発表し、意見や希望を聞く機会を設けるこ
とが企業庁より表明された。ここまでは高齢
者向け施設への期待もあり、参加者も納得し
た様子が伺えたが、質疑に入って空気は一変
する。
　ネックとなったのはやはり中学校問題だ。
今回の説明会では企業庁からは中学校につい
ての説明は全くなく、市教委も説明会には出
席していなかった。企業庁の説明では、前
回 4/11 の説明会で打瀬中は増設することで
住民の理解が得られたと市教委から報告を受
け、今回は H7 街区の計画説明のみを行った
という。しかし参加者からは「4/11 の説明 　去る 6 月 12 日（金）13：30 から、コア・

ホールで「オアシス談話室」（〜ストップ・ザ・
加齢〜。海浜幕張駅北口プレナ幕張のスポー
ツジム協力による講座）が開催された。「ス
トップ・ザ・加齢」、このサブタイトルにひ
かれたか、このイベントには 30 名以上のシ
ニアが集まりました。80 歳を超えた参加者
には元気をいただきました。
　まずは正しい栄養と食事について、若い３
名のスタッフが、各自の基礎代謝量から理想
の食事例の紹介と高血圧・高脂血症、痛風の
食事のポイントなどを説明。次は、ホールの
床にマットを敷いての簡単なストレッチ、解
説を加えながら親切に講義いただきました。
照明を落とし、静かな BGM のある空間で瞑
想すると本当の眠り状態になることにびっく
りしました。
◇参加したシニアのみなさん、〜ストップ・
ザ・加齢〜　の講義は良く理解できましたね。
理解できたら、次は実行です。そして最も大
切なことは継続することです。

そうですよね、先生！・みなさん、明るい未
来のために頑張りましょう！

◇ベイタウンシニアクラブは、平成１２年に
会員数８２名で発足し、１０年目を迎えた現
在では会員数が２３０名を数える大世帯とな
りました。
シニアクラブの主な活動としては、日帰りバ
ス旅行、オアシス談話室、クリーンデーそし
て、ベイタウンまつりの “シニアの焼きそば”
などがあります。

　６月に入り、ベイタウン内の街区のいくつ
かで「ボヤ騒ぎ」が続いている。冬でもない
梅雨の時期にボヤ騒ぎがつづくというのもお
かしいが、理由がある。これまでベイタウン
ニュースに入っている情報ではボヤ騒ぎは２
件。そのいずれもが資源ゴミ置場への外部か
らの放火らしき行為によるものだ。放火を受
けた２つの番街ともリサイクルの物置は施錠
されていたが、格子状になった鉄製のドアの
外から火をつけたものを投げ入れるような形
で火がつけられたという。
　住民が注意するのはもちろんだが、自治会
連合会でも各番街で情報を共有し対策を講じ
てもらいたい。

（ボヤ騒ぎのあった番街名は防犯上の観点か
ら記載しませんでした）。

会では中学校が増設され H7 街区に第二中を
建設しないことを住民が納得したとは言えな
い」と指摘され、議論は噛み合わなくなる。
　確かに 4/11 の説明会は増設計画の内容に
ついて評価する声もあり、おおむね受け入れ
られる雰囲気はあっただろう。だが会議終了
前に住民の意思確認をすることが必要である
ことを「中学校問題と H7 街区の土地利用を
考える会」代表の吉峯氏は会議の場で表明し
ている。H7 街区の開発案は中学校増設案を
住民が納得したことを確認してから進めるべ
き、というのが住民の主張である。
　この点は明らかに住民と企業庁および市教
委の間で認識はズレていた。この問題は議論
するにつれて住民が行政に対して不信感を大
きくする。問題解決の進め方で行政側に乱暴
な点があったことは否めないだろう。「雰囲
気が良かったので受け入れられたと判断し
た」では困る。
　H7 街区の開発は今後どのように進めるべ
きだろうか。今回の説明会ではこれからでき
る高齢者向け施設への期待がシニア世代を中
心に表明され、一時はどんな施設を作るかの
夢を語る会のような空気もあった。高齢者向
け施設は今後のベイタウンの高齢化に伴い必
ず生じるニーズだ。その問題を解決する入り
口で中学校問題という「そもそも論」を持ち
出すことは逆に高齢者向け施設を遠のかせる
ことになるのではないか。しかし、例え早期

に高齢者向け施設が完成しても、それが H7
街区には公共施設しか建設されないと説明を
受けマンションを買った周辺の住民や中学校
のことを考える住民を切り捨てて進めていい
ことにはならないだろう。これは世代間や街
区間のベイタウン住民の対立という大きな禍
根を将来に残すことになる。
　残念ながらこの問題に対する解決策はまだ
ない。ただ幅広く情報を開示し、ひんぱんに
議論することが解決への道になるだろう。か
つて様々な問題をベイタウンの住民はそうし
て解決して来た。今回もそうするべきだろう。
問われているのは H7 街区の形ではなく、こ
れまで情報開示と議論にる問題解決を大切に
してきたベイタウンの文化だと思う。

　去る５月 31日、企業庁はH7街区開発計画案の住民説明会をベイタウン・コア　ホールで開催した。
この説明会は、これに先立って 4月 11日に行われた打瀬中学校増築計画説明会につづくもので、11日
の説明会では時間切れで説明できなかったH7街区の開発案を企業庁が住民に提示するという形で行わ
れた。この日コアに集まったのは50人弱。問題の大きさから考えると参加者は多かったとは言えないが、
説明は十分行われ出席した住民は納得することができただろうか。　【松村】
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説明会で発表された案をもとに描かれたH7街区
開発予想図

　企業庁H7街区の開発計画案を提示



ベイタウン版「この木なんの木」

ラジオ体操のお知らせ

カメの里親決まりました

コアチェンコンサート

梅雨の晴れ間の蜃気楼

今年も花のタネプレゼント

　「この木なんの木　気になる木」とは某電
機メーカーのテーマソングですが、これに似
た木がベイタウンにもあります。打瀬小学校
校庭沿いの緑地、パティオス１番街前にある
木で、少し離れてみると横に広く枝を広げた
姿はＴＶコマーシャルの「この木」によく似
ています。もちろん本物のこの木（ハワイに
あるそうです）ほどの大きさや広がりはあり
ませんが、それでもこの木の傍を通るたびに
TV コマーシャルを思い出してしまいます。
　この木は打瀬第一緑地というベイタウンで
一番古い緑地にあることからも分かるよう
に、街開きの時からずっとこの場所にたって
います。打瀬小学校が開校して以来、雨の日
も風の日も子ども達の通学や校庭で遊ぶのを
見守って来た木ということになります。「タ
ブ」という種類の木で、房総半島やその他海
辺の暖かい地方の山では非常に多い木です。
東北地方のように寒い土地ではブナ林ができ
るように、暖かい地方ではタブやシイが中心
になって森や林をつくります。
　実はこの木には他にも面白いことが。それ
はこの木が子ども達の「木登り」に最適でい
つも枝の中に子どもが隠れていること。放課
後に傍を通ると上の方から声がし、何だろう
と思って見上げると木の中に子ども達が２、
３人登って話しているということが何度もあ
りました。「最近の子は自由に遊ぶ時間がな
い」とよく聞きますが、こんな光景を見ると

「どっこいワンパクは健在だ」となんだか安
心します。15 年もの長い間子ども達に登ら
れて来たせいか、木の中を覗くと周囲には葉

　ベイタウンの混声合唱団「コア・チェンバ
ーシンガーズ」が第 5 回目となる定期コン
サートを開きます。今回は「ヨーロッパの街
角から」と題した海外の名曲のほか、なつか
しい「日本の唱歌集」にも挑戦します。若い
方からシニア世代の方までお楽しみいただけ
る構成です。ぜひおいで下さい。

日 時：7 月 19 日（ 日 ） 午 後 1:30 開 場　
2:00 開演

場所：ベイタウン・コア　音楽ホール
指揮・指導：浪岡浩子、ピアノ：臼田圭介
入場無料

プログラム
「いざ立て戦人よ」／君を乗せて／いのちの
名前／さんぽ
トゥランティー／グリーンスリーブス／ロン
ドンデリーの歌／ウィーンわが夢の街／金色
のつばさに乗せて
日本唱歌メドレー「ふるさとの四季」、ほか。

　先月号で紹介した北田さんのカメさんとカ
ブトムシ、メダカはそれぞれお嫁入り（カブ
トムシは雄なので婿入り（？））先が決まり
ました。ニュース発行後すぐに申込が複数あ
ったそうです。

　今月のベイタウンニュースはいかがでし

たか。久々に６ページ構成にし、記事もで

きるだけ身近な情報を数多く集めてみまし

た。ベイタウンニュースはベイタウンの身

近な出来事を紹介する皆さんの新聞であり

たいと願っていますが、それにはもっと情

報を沢山集めることが必要です。ベイタウ

ン内で起きた身近な出来事を是非お知らせ

ください。松村
E-mail：mazm@baytown-news.net

　今年もラジオ体操の季節が来ました。夏休
みラジオ体操会は毎年前半と後半を２つの小
学校校庭で行っていますが、今年は前半（７
月）を打瀬小学校の校庭で、後半（８月）を
海浜打瀬小学校の校庭で行います。もちろん
今年も各小学校の６年生 15 人がラジオ体操
リーダーとして皆さんの前で模範体操を行い
ます。ラジオ体操のカードは各小学校で配布
する他、体操会場でも用意しています。今年
の夏は童心に帰って、ラジオ体操カードのス
タンプを集めよう。ラジオ体操会はどなたも
参加できます。
平成 21 年　夏休みラジオ体操会
7 月 21 日～ 31 日（日曜日を除く）：打瀬小
学校　校庭
8 月 21 日～ 31 日（日曜日を除く）：海浜打
瀬小学校　校庭
時間は前後半とも 6 時 30 分からです。
ラジオ体操リーダー練習日：7 月 4 日、11 日、
18 日　場所は海浜打瀬小ピロティ、時間：
6:15 ～ 7:00 です。

　朝からの強い雨が午後になって上がった 6
月 24 日、10 番街横の打瀬 1 丁目公園には
小さな水たまりがいくつもできていた。「あ
の子たち、すごいことしてる」。窓から公園
を見ていた家人が驚いたような声で知らせて
くれた先をみると、いるいる。小学生数人が
水たまりに集まり、泥んこになって駆け回っ
ている。やがて一人が水たまりの中で転ぶと、

　今年も花のタネを差し上げます。昨年６月
ベイタウンニュースでナノハナのタネを差し
上げますと書いたところ、沢山の方から申込
があり大好評でした。今年は少し遅くなりま
したが、ナノハナとタチアオイの２種類の花
のタネを用意しています。更に来月８月には
ヒマワリのタネも収穫の予定。
　ナノハナ、タチアオイのタネは打瀬公民館

（ベイタウンコア）受付で、「ベイタウンニュ
ースで見た」とお申し出ください。

っぱが広がっていますが、その内側はぽっか
りと空洞ができたようになり、子どもが２、
３人登っても十分なスペースができていて、
ちょっとしたツリーハウスのようです。
　タブの木は長生きです。これから先、100
年後あるいはもっと先にこの木はどんなベイ
タウン、どんな子ども達を見ているでしょう
か。

他の子がそれを見て泥水の中で「滑り込み」
の練習をはじめ、そしてついには深さ 10 セ
ンチほどもない「池」の中で泳ぎ始めた。
　着ているものは当然泥だらけ。いやシャツ
やズボンだけならまだいい。手も足も顔も、
髪の毛まで泥を浴びている。近くにいた同級
生らしき女の子が「お母さんに叱られる」と
注意するが彼らは怯まない。ヘッドスライデ
ィングやダイビングを繰り返し、池の水が飛
び散って浅くなると、他にいくつもある水た
まりに移っては同じ事をする。
　ベイタウンのような都市空間の見本のよう
な街でも、子どもはやっぱり子どもだ。さっ
そくカメラを持ってかけつけ、梅雨の中休み
に現れた蜃気楼のような風景を撮らせてもら
った。一夜明けるとこの 1 丁目公園の水た
まりはきれいに消え去っていた。

編 集 後 記



ホテル　ザ・マンハッタン＆ベイタウンニュース共同企画
恒例　夏のお絵描きコンテスト
今年も夏のお絵描きコンテストが始まります。
このコンテストの魅力はなんと言っても豪華な賞品。絵を描くだけでマ
ンハッタンのスイートルームに泊まれるなんて、若いママを中心に大人
気。応募要領は下記の通り。夏休みの思い出にどうぞ。

入選賞品
マンハッタン賞：プラザスイートルーム１泊朝食付ペアご宿泊券
＜小学生以下の部＞＜中学生・高校生・一般の部＞　各１名様
総支配人賞：日本料理おりじんディナー・ペアご招待券　
＜小学生以下の部＞＜中学生・高校生・一般の部＞　各１名様
特別審査員賞：フェイシャルアロマエステご招待券
＜中学生・高校生・一般の部＞　各１名様
ベストパフォーマンス賞：宴会場「ウィークデーランチブッフェ」ペア
ご招待券
＜未就学児の部＞＜小学生の部＞＜中学生の部＞＜高校生の部＞　各１
名様
参加賞：レストランご利用 20% 割引券　参加者全員
詳細はこのベイタウンニュースに折り込みのビラをご覧ください。

　7月のコア・イベント

ベイタウン学院が新小学生コース開始　対象小2～小6
高校受験に強い

先生 1人に生徒 2人まで

完全着席授業

地元で安心

　学習方法として同じような問題ばかりを繰り返し解いていくパターン学習は初期の学力定着のためには大切な学習方法と思っております。
繰り返し解くことにより言葉・漢字や計算力がつくからです。しかし「いままでにやったパターンの問題は簡単に解けるが初めてみるパター
ンの問題には対応できない」とよく聞きます。
　何を問われているかを把握し、解決までの道筋を組み立てて「答え」として表すためには、工夫し表現できる力も必要です。
そのために自学自習のパターン学習だけでなく子供たち一人ひとりに寄り添いどのように考えるのか、どのように工夫しながら表し「答え」
に結びつけるのか、を個別で教えていくことを付け加えなければならないと考えました。

ベイタウン学院
パティオス 11番街 101（TEL/FAX：043-213-0019）
問い合わせ：平日 11:00 ～ 21:00　土 13:00 ～ 19:00
担当：山信田・今井

● 週 2回授業（個別指導 60分・LH学習）
● 教科：5教科からの選択（例：算・国・英）
● 授業料月額：15,750 円
● 科目・授業回数・個別指導回数・LH回数の組み
合わせは目的・要望に合わせ自由

● 教科：1～ 5教科（算・国・英・理・社）選択
● 授業：月～金　3:50 ～　・4:50 ～

● 授業料月額：9,450 円
● 個別週 2回コース（授業料月額：17,850 円）
● 個別 LH週 3回コース（授業料月額：24,150 円）

　ベイタウン学院はベイタウンの街づくり創成期、最初に開校した経験と実績のある塾です。
　ベイタウン学院はその名の通りベイタウン在住のお子様しか入塾できないベイタウンに特化
した安心して通える塾です。
　高校受験に強い自信と高い実績を残しているベイタウン学院がベイタウンでの 10 数年の経
験から早期教育の大切さを感じ成果の上がるコースを創りました。
　ベイタウン在住のお子様の様々な要望にお応えできるコースです。

小学生個別＋LHコース（無料体験７月４日～７月１８日）

個別 LHコース 個別のみコース

内容は未定ですが、小学校で7/22頃に掲示します。
時間：9:30〜
場所：ベイタウン・コア　工芸室
持ってくるもの：ハサミ、木工ボンド、その他工作道具
参加費：50円（保険料）

時間：10：30〜
場所：ベイタウン・コア　講習室（途中入場もできます）
わくわくするおはなしを用意して待っています。 
年齢制限はありませんので、大人もこどもも、だれでも歓迎！もちろん、
読み手はいつでも募集中。ぜひきてくださいね。
連絡先：井上（211-0188　wak2@yahoogroups.jp）

時間：9:30〜 11:30
場所：ベイタウン・コア　音楽ホール
　フルコンサ－トピアノ「ファツィオリ」でのピアノ演奏、ま
た他の楽器、歌アンサンブルなど。
どしどしお申し込みください。ご希望で非公開にもできます。
申し込みはいっぱいになり次第締め切らせていただきます事、
ご了承ください。
プログラム内容は http://www.baytown.ne.jp/core/ のファツィ
オリの会HPをご覧ください。
申込締切：７月１９日（日）
連絡先：大垣（TEL/FAX：276-3878　
E-mail：ymogaki@k4.dion.ne.jp）

7月 18日（土）わくわくおはなし会　7月の常設おはなし会

7月25日（土）寺子屋　工作ランド

7月26日（日）第75回ファツィオリの会






